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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期

第１四半期連結
累計期間

第９期
第１四半期連結
累計期間

第８期

会計期間
自平成27年１月１日
至平成27年３月31日

自平成28年１月１日
至平成28年３月31日

自平成27年１月１日
至平成27年12月31日

売上高 （千円） 2,858,342 683,654 6,950,909

経常利益 （千円） 339,971 132,689 655,414

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 218,092 81,028 400,560

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 218,092 78,908 398,349

純資産額 （千円） 1,202,536 2,512,025 2,431,405

総資産額 （千円） 5,722,353 14,017,406 9,984,559

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 66.17 20.89 112.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 60.42 20.25 105.61

自己資本比率 （％） 21.01 17.92 24.34

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、平成27年４月16日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関

係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種経済政策や日本銀行による金融緩和策を背景

に、企業業績や雇用環境に改善が見られましたが、中国経済の減速や年初来進行している株価の下落・外国為替市

場における円相場の不安定な動き等もあり、景気の回復は依然として不透明な環境で推移いたしました。

当社が属する不動産業界におきましては、日銀によるマイナス金利政策の実施などの良好な資金調達環境を背景

に、不動産取引が活性化しており、不動産の取得競争の激化が続き、景気は上昇基調にあります。

このような状況下のもと、当社グループは各事業におきまして堅調に案件数を重ね、成約数を伸ばしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は683,654千円（前年同期比76.1％減）、営業利益は187,380千円

（前年同期比49.0％減）、経常利益は132,689千円（前年同期比61.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は81,028千円（前年同期比62.8％減）となりました。

 

報告セグメントの業績は次のとおりであります。

 

（不動産投資開発事業）

不動産投資開発事業におきましては、売却件数は住宅系不動産１件（前年同期５件）に対し、取得した物件数は

５件（前年同期４件）となりました。その内訳は、物件種類別では事務所・店舗ビル３件、ホテル開発用地２件と

なり、地域別では関東圏３件、関西圏２件となりました。

また、当第１四半期連結会計期間における在庫数は22件（前年同期11件）となります。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は330,046千円（前年同期比88.0％減）、セグメント

利益は63,639千円（前年同期比85.1％減）となりました。

 

（不動産コンサルティング事業）

不動産コンサルティング事業におきましては、関東圏を中心に案件を重ね、成約件数は11件（前年同期４件）と

なりました。その内訳は関東圏６件、北海道圏３件、九州圏２件となります。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は139,330千円（前年同期比611.6％増）、セグメント

利益は103,096千円（前年同期は76千円）となりました。

 

（不動産マネジメント事業）

不動産マネジメント事業におきましては、クライアントの所有不動産の管理運営受託件数が44件（前年同期37

件）となりました。管理運営受託のエリアの内訳は、関東圏17件、北海道圏17件、九州圏10件となります。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は214,277千円（前年同期比115.4％増）、セグメント

利益は114,264千円（前年同期比143.7％増）となりました。

 

（２）財政状態の分析

（資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は14,017,406千円となり、前連結会計年度末に比べ4,032,847千円

増加しました。これは主として、販売用不動産及び仕掛販売用不動産の増加4,314,175千円であります。

（負債の状況）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は11,505,381千円となり、前連結会計年度末に比べ3,952,226千

円増加しました。これは主として、短期借入金の増加133,793千円、長期借入金及び１年内返済予定の長期借入金

の増加3,835,898千円であります。

（純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は2,512,025千円となり、前連結会計年度末に比べ80,620千円

増加しました。これは主として、利益剰余金の増加82,740千円であります。これらの結果、自己資本比率は

17.92％となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）

（平成28年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,879,600 3,879,600
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、株主としての権

利内容に何ら限定の

ない当社における標

準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 3,879,600 3,879,600 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成28年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により
発行された株式数は含まれておりません。

 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年１月１日～

平成28年３月31日
－ 3,879,600 － 932,082 － 853,097

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

3,878,900
38,789

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

単元未満株式
普通株式

700
－ －

発行済株式総数 3,879,600 － －

総株主の議決権 － 38,789 －

 

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年１月１日から平

成28年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

第８期連結会計年度　　有限責任監査法人トーマツ

第９期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　東陽監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,106,980 1,571,170

売掛金 22,906 35,662

販売用不動産 - 295,632

仕掛販売用不動産 6,069,688 10,088,231

繰延税金資産 17,854 14,109

その他 125,857 312,327

流動資産合計 8,343,286 12,317,134

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 644,235 690,466

土地 167,240 176,603

その他（純額） 10,392 9,528

有形固定資産合計 821,867 876,598

無形固定資産   

借地権 659,133 659,133

その他 82 62

無形固定資産合計 659,215 659,195

投資その他の資産   

繰延税金資産 1,099 1,199

その他 149,905 155,045

投資その他の資産合計 151,005 156,245

固定資産合計 1,632,089 1,692,038

繰延資産 9,183 8,233

資産合計 9,984,559 14,017,406
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 930,500 1,064,293

1年内返済予定の長期借入金 305,936 2,632,347

1年内償還予定の社債 60,000 60,000

未払法人税等 219,053 51,058

賞与引当金 － 14,270

役員賞与引当金 － 7,500

アフターコスト引当金 2,484 1,869

その他 318,356 454,538

流動負債合計 1,836,329 4,285,877

固定負債   

長期借入金 5,096,662 6,606,148

社債 510,000 510,000

その他 110,162 103,355

固定負債合計 5,716,824 7,219,504

負債合計 7,553,154 11,505,381

純資産の部   

株主資本   

資本金 932,082 932,082

資本剰余金 853,097 853,097

利益剰余金 647,637 730,378

株主資本合計 2,432,817 2,515,558

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △2,210 △4,331

その他の包括利益累計額合計 △2,210 △4,331

新株予約権 798 798

純資産合計 2,431,405 2,512,025

負債純資産合計 9,984,559 14,017,406
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年３月31日)

売上高 2,858,342 683,654

売上原価 2,303,851 299,913

売上総利益 554,491 383,741

販売費及び一般管理費 187,291 196,361

営業利益 367,199 187,380

営業外収益   

受取利息 1,552 186

受取手数料 7 3

その他 － 2

営業外収益合計 1,559 192

営業外費用   

支払利息 27,135 50,105

その他 1,651 4,777

営業外費用合計 28,787 54,883

経常利益 339,971 132,689

税金等調整前四半期純利益 339,971 132,689

法人税、住民税及び事業税 133,762 48,015

法人税等調整額 △11,884 3,645

法人税等合計 121,878 51,660

四半期純利益 218,092 81,028

親会社株主に帰属する四半期純利益 218,092 81,028
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年３月31日)

四半期純利益 218,092 81,028

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 － △2,120

その他の包括利益合計 － △2,120

四半期包括利益 218,092 78,908

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 218,092 78,908
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日）

減価償却費 1,776千円 17,753千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１．

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２． 

不動産投資開
発事業

不動産コンサ
ルティング事

業

不動産マネジ
メント事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,739,259 19,580 99,501 2,858,342 － 2,858,342

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 2,739,259 19,580 99,501 2,858,342 － 2,858,342

セグメント利益 428,299 76 46,893 475,269 △108,070 367,199

（注）１．セグメント利益の調整額△108,070千円は、各報告セグメントに配賦しない全社費用であります。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１．

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２． 

不動産投資開
発事業

不動産コンサ
ルティング事

業

不動産マネジ
メント事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 330,046 139,330 214,277 683,654 － 683,654

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 330,046 139,330 214,277 683,654 － 683,654

セグメント利益 63,639 103,096 114,264 280,999 △93,619 187,380

（注）１．セグメント利益の調整額△93,619千円は、各報告セグメントに配賦しない全社費用であります。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成27年１月１日

至　平成27年３月31日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成28年１月１日

至　平成28年３月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 66.17円 20.89円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 218,092 81,028

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
218,092 81,028

普通株式の期中平均株式数（株） 3,295,900 3,879,600

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 60.42円 20.25円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 314,009 121,769

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）当社は、平成27年４月16日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額を算定しております。
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（重要な後発事象）

（株式取得による会社の買収）

当社は、平成28年４月15日開催の取締役会において、株式会社ライフステージの全株式を取得し、同社を

子会社化することを決議いたしました。同日付で株式譲渡契約を締結し、平成28年４月28日に実行しており

ます。

１．株式取得の目的

株式会社ライフステージは創業より25年間、主として関西エリアの新築分譲マンションの販売代理業

務を行っており、その永続的な関西ネットワークと販売力により、当社グループとのシナジー効果を得

ることを目的としております。

 

２．買収する会社の名称、事業内容等

①商号　　　　　株式会社ライフステージ

②事業内容     分譲マンション及び戸建住宅の企画・販売、不動産の流通事業

③規模（平成27年６月期）

資本金　　　 50,000千円

 

３．株式取得の時期

平成28年４月28日

 

４．取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

①取得株式数　　　　　200株

②取得価額　　　　　　880,000千円

③取得後の持分比率　　100％

 

５．取得資金の調達

取得資金は、自己資金および社債の発行により充当しております。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

 

平成28年５月11日

株式会社ビーロット

取締役会　御中  

東 陽 監 査 法 人

指 定 社 員
公認会計士 山田　嗣也

業 務 執 行 社 員
   

指 定 社 員
公認会計士 中里　直記

業 務 執 行 社 員
   

指 定 社 員
公認会計士 松本　直也

業 務 執 行 社 員
 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビー

ロットの平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年１月１日から
平成28年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連結
財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠
して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビーロット及び連結子会社の平成28年３月31日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての
重要な点において認められなかった。
 

強調事項
重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成28年４月15日開催の取締役会において、株式会社ライフステー

ジの全株式を取得し、子会社化することを決議した。同日付で株式譲渡契約を締結し、平成28年４月28日に実行してい
る。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
その他の事項
会社の平成27年12月31日をもって終了した前連結会計年度の第1四半期連結会計期間及び第1四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査
が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成27年５月13日付けで無限定の結論を表明してお
り、また、当該連結財務諸表に対して平成28年３月24日付けで無限定適正意見を表明している。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社ビーロット(E31024)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

